
広報 

功
績
が
あ
っ
た
方
に
賞
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。（
関
係
分
の
み
）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

　

本　

田　
　

宏
さ
ん（
神
代
）

　

本
田
さ
ん
は
永
年
、
三
原
郡

畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長

を
勤
め
、
淡
路
食
肉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
あ
た
り
関
係
団
体
と

の
連
絡
調
整
に
努
め
た
ほ
か
、

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の
入

賞
な
ど
和
牛
の
改
良
と
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
淡
路
農
林
水
産
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
農
業
】
脇
本　

励
（
広
田
）

魚
﨑　

茂
（
阿
那
賀
）

◆
農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
果
樹
立
木
】
金
賞
：
山
口　

正

（
灘
）
原
田
富
美
男
（
同
）

【
野
菜
立
毛
】
金
賞
：
矢
内
利
明
（
賀

集
）
平　

恵
一
（
榎
列
）
銀
賞
：

田
浦　

昇
（
松
帆
）

【
乳
質
改
善
】
金
賞
：
川
井
健
次

（
湊
）
銀
賞
：
村
上
文
康
（
賀
集
）

出
口
欽
一
（
志
知
）
銅
賞
：
西
脇

浩
文
（
広
田
）
萩
原
清
人
（
八
木
）

太
田
正
一
（
同
）
高
木
健
次
（
松
帆
）

山
田
光
雄
（
志
知
）

【
し
い
た
け
栽
培
】
銅
賞
：
福
池
義

明
（
神
代
）

【
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展
】
金
賞
：
阿

部
睦
美
（
阿
万
）
銅
賞
：
伊
吹
仁

美
（
松
帆
）
芝
先
あ
つ
子
（
賀
集
）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

阿
万
出
身
の
廻
角
隆
平
く
ん

（
神
戸
市
立
神
戸
科
学
技
術
高

校
二
年
）
が
三
月
二
十
一
日
、

東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全

国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
（
団

体
戦
）
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

廻
角
く
ん
は
南
淡
中
学
校
一

年
か
ら
柔
道
を
始
め
、
昨
年

十
一
月
の
兵
庫
県
高
等
学
校
新

人
柔
道
大
会
個
人
の
部
八
十
一

キ
ロ
級
で
優
勝
、
所
属
す
る
同

部
も
団
体
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

淡
路
農
林
水
産
祭
が
一
月

十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮
（
淡
路

市
多
賀
）
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

席
上
農
林
水
産
業
の
振
興
と
栽

培
技
術
の
向
上
な
ど
に
顕
著
な

お
め
で
と
う

三
條
八
幡
神
社
・
上
田
八
幡
神
社

一
年
の
安
泰
を
願
い
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
発
祥
の
地
、

市
三
條
の
八
幡
神
社
な
ど
で
一
月

二
日
、
淡
路
人
形
座
に
よ
っ
て
三

番
叟
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

人
形
浄
瑠
璃
最
盛
期
の
江
戸

時
代
に
は
、
島
内
に
は
お
よ
そ

四
十
以
上
の
人
形
座
が
あ
り
、
全

国
を
巡
回
公
演
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
正
月
に
は
、
近
く
の
神
社
に

三
番
叟
を
奉
納
し
て
巡
業
の
成
功

祈
り
、
ま
た
家
庭
も
回
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
四
十
年
以
降
は
一
旦

途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
淡
路
人

形
座
が
平
成
九
年
に
同
神
社
で
、

昨
年
か
ら
は
上
田
八
幡
神
社
（
神

代
社
家
）
で
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
座
員
ら
が
今
年

一
年
の
天
下
泰
平
、
長
寿
円
満
、

息
災
延
命
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

地じ
う
た謡

と
太
鼓
、
鼓
に
合
わ
せ
て
三

体
の
人
形
を
優
雅
に
舞
わ
せ
ま
し

た
。

　

特
大
の
餅
を
抱
え
て
歩
く
距
離

を
競
う
大
鏡
餅
競
争
（
餅
持
ち
）

大
会
が
一
月
十
二
日
、
北
阿
万
筒

井
の
薬
王
寺（
長
谷
川
義
泰
住
職
）

で
行
わ
れ
、
菊
井
洋
輝
さ
ん
（
八

木
養
宜
上
）
が
九
十
四
・
五
メ
ー

ト
ル
を
運
び
六
連
覇
を
飾
り
ま
し

た
。

　

大
鏡
餅
競
争
は
、
厄
除
け
祈
祷

大
祭
の
余
興
と
し
て
昭
和
初
期
か

ら
始
ま
り
、
毎
年
こ
の
日
に
行
わ

　新学期を迎えた榎列小学校（位高正直校長、児童 265人）

では、新年恒例の校内書初め大会が 1月 10日、行われま

した。

　この日は始業式に続いて、１・２年生は耐震工事によっ

て改築された新しい教室で硬筆、３年生以上は体育館に集

合して書初めが行われ、児童らは気持ちを引き締め、一筆

一筆丁寧に書きあげていました。

三原高校巨大地震を想定し防災訓練
阪神淡路大震災から 11年目を迎えた 1月 17日、三原高校では淡

路広域消防事務組合や南あわじ警察署も参加した大規模な防災訓練が

行われました。巨大地震が発生し震度６強を記録、校舎が大きな被害

を受けたと想定し、全校生徒 635 人の避難で訓練開始。校舎に取り

残された生徒は屋上からはしご車で脱出し、グラウンドではバケツリ

レーによる初期消火や負傷者の搬送訓練、3年生によるＡＥＤ（自動

体外式除細動器）を使った心肺蘇生法の救護訓練が行われました。

▲三番叟の奉納（三條八幡神社）

▲「水は半分くらい」との指導を受けたバケツリレー ▲書初めに取り組む児童

榎列小学校新春書初め大会

淡
路
農
林
水
産
祭
で

　
　
　

各
賞
を
表
彰 ▲廻角隆平くん

▲募金を呼びかける交通安全協会婦人部の皆さん

▲約150キロの餅運びに挑戦する出場者

2006.2.1発行

人
形
ま
つ
り
を
開
催
中

島
内
外
の
方
へ
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
Ｐ
Ｒ

　

財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
と
南

あ
わ
じ
市
観
光
協
会
で
は
、
冬
の

観
光
地
と
し
て
賑
わ
う
灘
黒
岩
水

仙
郷
と
併
せ
て
人
形
浄
瑠
璃
も
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
二
月
十
二

日
ま
で
「
淡
路
人
形
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

一
月
一
日
か
ら
八
日
に
は
特
別

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
館
で
、
獅
子
舞
や
餅
つ
き
、

落
語
家
の
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
正
月
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
座
の
坂
東
千
秋
支
配

人
は
「
島
外
の
観
光
客
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
人
に
見
る
機
会
を
増

や
し
、
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」

と
、
同
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て

年
末
多
く
の
人
で
賑
わ
う
市
事
代

主
神
社
の
「
歳
の
市
祭
」
や
大
型

量
販
店
で
戎
舞
を
披
露
し
、
来
場

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
期
間
中
行
わ
れ
て
い

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
市
内

十
五
か
所
の
観
光
施
設
の
う
ち
三

か
所
（
一
つ
は
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

館
）
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽

選
で
座
員
に
よ
る
出
張
戎
舞
や
海

産
物
が
贈
ら
れ
ま
す
。

よ
う
、
学
用
品
な
ど
に
替
え
て
市

内
の
交
通
遺
児
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
市
内
で
は
死
亡
事
故
が

六
件
発
生
し
、
前
年
よ
り
一
人

増
の
六
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
人
身
事
故
は

三
百
三
十
九
件
、
物
損
事
故
は

千
四
百
九
十
一
件
、
負
傷
者
も

四
百
三
十
二
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
運
転
者
だ
け
で
な

く
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
交

通
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
見
か
け
ら
れ

　

年
越
し
の
準
備
と
参
拝
で
賑
わ

う
市
事
代
主
神
社
の
「
市
の
戎
さ

ん
の
歳
の
市
祭
」
で
、
十
二
月

二
十
八
日
、
南
あ
わ
じ
市
交
通
安

全
協
会
婦
人
部（
江
本
京
子
部
長
）

が
街
頭
に
立
ち
、
交
通
遺
児
育
英

義
金
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
部
員
が
募
金
の
お
願
い

と
、
交
通
事
故
防
止
の
ビ
ラ
を
配

り
、「
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
」
と
参
拝
者
ら
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
の
日
、
集
ま
っ
た
義

金
は
、
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
え
る

▲戎さんから見物客へつきたてのお餅が振舞われました

て
い
ま
す
。
安
心
で
安
全
な
ま
ち

を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

れ
て
い
る
新
春
恒
例
の
行
事
。

　

二
段
重
ね
の
餅
と
三
方
を
合
わ

せ
た
重
さ
は
百
五
十
三
・
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
。
境
内
の
三
十
メ
ー
ト
ル

を
往
復
し
て
抱
え
歩
く
距
離
を
競

い
ま
す
。

　

今
年
は
島
内
の
ほ
か
、
加
古
川

市
や
徳
島
県
な
ど
か
ら
十
八
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
、
ま
わ
し
を
し
め
、

地
元
消
防
団
員
四
人
に
鏡
も
ち
を

乗
せ
て
も
ら
い
、
大
勢
の
見
物
人

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
運

ん
で
い
ま
し
た
。

薬
王
寺
の
大
鏡
餅
運
び

力
自
慢
が
集
合「

戎
さ
ん
の
歳
の
市
祭
」
で
交
通
遺
児
育
英
義
金
募
金

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

廻ま
わ
り
か
ど角
隆
平
く
ん

全
国
高
校
柔
道
大
会
へ
出
場


